
第５４回 北海道 

学校図書館 

研修講座  

のご案内 
 

主  催●北海道学校図書館協会 

後  援●北海道教育委員会   

札幌市教育委員会 

趣  旨●学校図書館の運営及び情報活用能力の育成、並びに読書指導に関する基本的事項について理解

を深めるとともに、学校図書館の目指す方向と役割についての見識を深め、学校図書館の機能

の向上を図ることを目的とする。 

日  時●令和 4年 1月 7日（金）～15日（土） ※オンライン開催 

1月 7日（金） 全道研究部長会 

1月 8日（土）～14日（金） 講座資料・動画公開、質問受付 

※ファイルダウンロードシステム「ギガファイル便」を利用した資料のダウンロード（PDF 方式） および 

限定公開 YouTubeによる動画視聴（講座によって、資料のみ、動画のみ、資料と動画の両方、のいずれかとなります） 

１月 15日（土）18：00～18：30オンライン Q＆A （事前に寄せられた質問に講師がお答えします） 

18：40～20：00オンライン懇親会 （全体交流、および小グループでの交流を予定） 

参加資格●学校図書館及び読書指導・情報活用能力の育成に関わっている方ならどなたでも参加できます。 

定  員●申込の方全員にご受講いただけます。オンライン懇親会は先着 100名まで。 

参 加 費●１０００円  ※申し込み後のキャンセルはできません 

                ※領収書は、Peatix の Web サイトから印刷する領収データでの発行となります。経費精算等で使用でき

ない場合は、主催者から「北海道学校図書館協会」名の領収書を発行・郵送することもできますので 

「領収書付きチケット」（￥1100）をお申し込みください。 

参加申込●参加ご希望の方は、１２月１日（水）～25日（土）の期間に、 

イベント申し込みサービスPeatix で お申し込みください。 

https://54douslakensyu.peatix.com 

 Peatix（ピーティックス）での申し込みについて  

〇申し込みは、パソコン・スマートフォンなどから可能です。※電話、メール、スマートフォン以外の携帯電話（フィーチャーフォン）からは申し込みできません。 

〇申し込みには、Peatix アカウント（※）または、Twitter/Facebook/Google/Apple アカウントが必要です。 

いずれかのアカウントをご用意ください。（※Peatix アカウント作成は無料です。） 

〇お支払いは、各種クレジットカード、コンビニ・ ATM (ペイジー)・Paypal が利用できます。 

〇手続き・操作の詳細は、「Peatix HELP 参加者ガイド」をご覧ください。 

https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/solutions/44000452611 

お問い合わせはメール、またはＦＡＸでお願いいたします 

問い合わせ先   浅村 麻姫子 メールアドレス：hokkaidosla2021@gmail.com 

※今年度の専用アドレスです。昨年度までとは異なりますので、ご注意ください。 

FAX：011-684-5738（札幌市立稲積中学校） 

北海道学校図書館協会 会長 渡 部 浩 士 

 思いがけず、２年間にわたりコロナ禍の影響を受けてしまいましたが、

第 54 回北海道学校図書館研修講座を開催できますのは、関係各位、道

SLA 各支部のご支援ご協力のたまものです。心より感謝申し上げます。 

例年３日間日程で行って参りましたが、今年度も昨年度に引き続き規模

を縮小し、オンラインでの動画公開、Q＆A 交流などとさせていただきま

す。幅広い学校図書館研究にさまざまな視点で臨み、私たち仲間が学びの

中で共に思いを強める恒例の講座です。 

未来を生きる子どもたちの学びを支えるために、このような状況だから 

こそ必要な研究・研修とすべく、今年度の講座内容を企画しています。 

ぜひ、本講座を皆様の学びにご活用ください。 

申し込み開始日前にはアクセスでき

ませんので、ご注意ください。 

https://54douslakensyu.peatix.com/
https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/solutions/44000452611
mailto:hokkaidosla2021@gmail.com


 講座資料・動画公開、質問受付 1 月 8 日（土）～14 日（金）  

Ａ：講演 ～ 教育・学校図書館を取り巻く現状と展望について学びましょう。 

「学校図書館における読書バリアフリーの推進～「誰一人取り残さない」環境づくり～」 
                         専修大学 文学部教授  野口 武悟氏 

Ｂ：ファーストコース ～ 学校図書館に関して基礎から学びたい方におすすめのコースです。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ：ステップアップコース ～もう一歩深めたい方におすすめのコースです。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．講義「」    小学校 教諭  

 

 

 

 

 
 

D：実践発表 ～実践から学びましょう。 

 

 

 

 

 

 
 
1 月７日（木）13：15～16：30 

E：指導者研修講座（第５７回全道研究部長会）  

１．第４４回北海道学校図書館研究大会（函館大会）反省   ２．支部研究交流  

各支部研究部長 

北海道学校図書館協会研究部長 山田 佳子（札幌市立北郷小学校 司書教諭） 

北海道学校図書館協会事務局長 佐藤 正行（札幌市立西岡南小学校 校長） 

１．講義「楽しく進める情報活用能力の育成指導 2021 」 

（公社）全国学校図書館協議会 学校図書館スーパーバイザー 佐藤 敬子氏 

「情報資源を活用する学びの指導」つまり情報活用能力の育成指導は、楽しく進めなくては！コロナ禍の今だからこそ重要
なことも含めて、実際の指導のヒントをつかみましょう。 

２．講義「わくわくドキドキ読み聞かせ」 

札幌市立もみじの森小学校 教諭 安藤 理恵子氏 

子ども達が、思わず身を乗り出して見たくなるような楽しい
読み聞かせができるようになるには？まず読み方の基本（持
ち方、見せ方、声の出し方、準備や練習）を押さえます。そし
て選書。新しい絵本もご紹介しつつ、いくつかのパターンに分
けて、楽しい読み聞かせができるような本をお知らせします。 

３．講義 「ステップアップ・読書アニマシオン」 

札幌市立栄小学校 教諭 佐藤 広也氏 

今回は、最も基本に戻った講座とします。2021 年 10 月・
11 月号『児童文芸』（日本児童文芸家協会）の「アニマ
シオン特集」を元に実演をします。『はらぺこあおむし』
『スイミー』『北の里から平和の祈り ノーモア被爆者会
館物語』を中心にお話します。 

４．講義「徹底的に分類してみよう！」 

北海道学校図書館協会研究部 新田 裕子氏 

「016.23895」、この分類記号の意味するのは何ですか？ 

分類作業を行うには、『日本十進分類法（NDC）』の構成、

規則や仕組みを理解することが必要です。本講義では、

実例を示しながら徹底的に分類し、その仕組みを学びま

す。 

５．講義「パワーポイントで作ろう  

オリエンテーション放送」 

 学校司書  児玉 優子氏 

動画の作成なんて難しそう…という方こそ必見！パワーポイ
ントを使った、手軽にできる図書館オリエンテーション動画
の作成を学びます。テレビ放送での図書館活動 PR などにも役
立ちます。 

１．実践発表「一人一台端末、どう使ってる？」 

札幌聖心女子学院中学・高等学校 学校司書  

原 知枝氏 
授業や図書館オリエンテーションでの端末の使用例、ス
プレッドシートだけで簡単に作れる「新聞記事スクラッ
プの見出し検索システム」（生徒各自の端末から検索可
能）をご紹介します。 

２．実践発表・オンライン座談会 

学校司書「全道各地の進んだ実践に学ぶ」 
苫小牧市立北星小学校  学校図書館司書  山田 貴子氏 

札幌市立屯田北中学校  学校司書       大山真奈美氏 

北海道帯広南商業高等学校 指導実習助手  山野 町子氏      

全道各地で学校司書の配置が進んでいます。各地で取り組んで
いる実践を 3 名の方にご発表いただきます。 

オンライン座談会：司会 

札幌市立手稲中学校／稲積中学校 学校司書 浅村麻姫子 

１． 講義「管理・運営」 

北海道教育大学札幌校 非常勤講師 野村 邦重氏 
子どもが育つ、学びが変わる、学校が変わる。そのために
学校図書館を活かすには？管理・運営の基本について、実
例を交えながら学びます。 

２． 講義「読書指導」 

札幌市立北郷小学校 司書教諭 山田 佳子氏 
教育課程の展開に合わせた読書指導とは？学級や全校で取
り組める具体的な方法は？読書指導の基本的な考え方から
学びます。 

３． 講義「情報活用能力の育成指導」             

北海道七飯高等学校 司書教諭 加藤 孝志氏 
情報活用能力を育成するためにはどうしたらいいかを、調べ学習の具体的な実
践例や「情報資源を活用する学びの指導体系表」をもとに学びます。 

B・C・D の各講座については、事前に 

質問を受け付け、その中から１月 15 日の 

「オンラインＱ＆Ａ」の時間に講師が回答、 

または後日書面でお答えします。 


